
①手洗い

②咳エチケット

正しい手の洗い方

正しいマスクの着用

3つの咳エチケット
せき

手洗いの
前に

流水でよく手をぬらした後、石けんを
つけ、手のひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこすります。

公共の場所から
帰った時

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

ティッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う

袖で口・鼻を覆う 何もせずに
咳やくしゃみをする

咳やくしゃみを
手でおさえる

電車や職場、学校
など人が集まる
ところでやろう

咳やくしゃみ、
鼻をかんだ時

ご飯を食べる時

前と後！

病気の人の
ケアをした時

外にあるものを
触った時

指先・爪の間を念入りにこすります。 指の間を洗います。

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

・時計や指輪は外しておきましょう

手洗いの、5つのタイミング
・爪は短く切っておきましょう

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。 鼻と口の両方を

確実に覆う
ゴムひもを
耳にかける

隙間がないように
鼻まで覆う

マスクが
ない時 とっさの時

①病原体
  （感染源）

②感染経路 ③宿主

里親制度をご存知でしょうか
　里親制度は、子どもの幸せや社会の未来に大きく関わる重要な制度です。
　それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたち。日本には約4万2千人、熊本
には、約650人います。そうした子どもを自分の家庭に迎え入れ、さまざまなサ
ポートを受けながら養育するのが「里親制度」です。この制度は、ボランティア

ではなく一定期間子どもを養育する児童福祉法に位置付けられた公的なものです。
　熊本県の里親委託率は、数字が出されている全国の70ある自治体の中で67番目の低さで、
九州でも下位です。理由の一つは里親が不足しているからです。
　里親制度の社会的認知度は低く、多くの人にこの制度のことを知ってもらえたらと思い
ます。これを機会に「里親制度」について詳しく聞いてみませんか？

　感染症は①病原体（感染源）②感染経路③宿主の３つの要因が揃うことで感染します。感染対策においては、こ
れらの要因のうち１つでも取り除くことが重要です。
　感染対策の原則は、「持ち込まない」「持ち出さない」「拡げない」です。
　感染症を予防するには咳エチケット、手洗いなど普段からの感染症対策をし、１人１人が正しい知識をもって
予防し、感染を広げないようにしましょう。

（資料：令和３年度福祉行政報告例）
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九州の里親など委託率（令和 3年度末）

問慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら
☎096(383)8100　
https://jiaien-nyujihome.com/里親支援/
お一人様から団体様まで、説明にお伺いします！！

メールでのお問い合わせはQRコードから　

 感染対策へのご協力をお願いします 感染対策へのご協力をお願いします

感染対策の基礎知識

感染経路の遮断 宿主の抵抗力の向上

病原体（感染源）の排除

1病原体（感染源） 2 感染経路 3 宿主
細菌・ウイルスをもつ物（汚染さ
れた環境や器材、食品など）や
人など。

細菌・ウイルスが宿主へ侵入する経路
（接触感染・飛沫感染・空気感染）など

対策：日頃からの清掃・消毒・換気・
手洗いなどを行い、病原体を排除
しましょう。症状
がある時は、早期
の受診（検査）を
しましょう。

対策：病原体の付いた手で口や目、鼻など
の粘膜を触らないようにしましょう。
症状があれば、マスクの装着、くしゃみや
咳をする時はティッシュなどで口や鼻を覆
い、痰やくしゃみなどが手に付着したら手
を洗い病原体を拡げないようにしましよう。
※�手で覆うと手が汚染され、その手が色々

なところに触れることにより感染拡大
の原因となります。

対策：日頃よりバランスの良い食事、
適度な運動、十分な睡眠をとり免
疫力を高めましょう。感染症の発
症や重症になることを防止するた
め予防接種も効果的です。

問健康づくり課 母子保健係 ☎ (27)4428
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